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表 1-5 -1 京都帝国大学特別会計歳出決算額(昭和 8年度~昭和14年度)
年度区分 経常部 臨時部 メ日入 言十 比較の差ム減
円 同 円 円
昭和8年度 4，107，278.676 656，120.607 4，763，399.283 287，331. 473 
昭和9年度 4，264，740.935 1，147，587.940 5，412，328.875 648，929.592 
昭和10年度 4，349，479.960 1，382，627.330 5，732，107.290 319，778.415 
昭和11年度 4，535，585.455 996，358.190 5，531，943.645 ム200，163.645
昭和12年度 4，722，464.126 936，832.520 5.659.296.646 127，353.001 
昭和13年度 4，679，470.742 1，134，433.410 5，813，904.152 154，607.506 







表 1-5-2 昭和 8・9年に寄付された「奨学寄付金」の一覧表
寄付金名義 寄付の目的 寄付年月 金 額 寄付者
京都府神職会奨 文学部神社並ニ 自昭和8年4月 12，600円 京都府神職会
学金 神道研究費 至昭和14年6月
南満州鉄道株式 農学部附属摂津 自昭和8年6月 12，300円 南満州鉄道株式

















蒲田奨学金 文学部国史学教 昭和9年3月 1，000円 蒲田政治郎
室標本其他図書
購入費










国史学奨学金 文学部国史学研 昭和9年4月 20，000円 住友吉左衛門
究奨励費
小西奨学金 医学部婦人科教 自昭和9年4月 18，000円 小西久兵衛
室癌腫研究費 至昭和12年3月
放磯村音介奨学 工学部工業化学 昭和9年5月 35，000円 故磯村音介
金 教室独逸染料化 相続人
学者招聴費 磯村乙巳
弘世奨学金 i筒蒙調査会ニ要 自昭和9年6月 35，000円 弘"tlt助太郎
スル経費 至昭和15年2月
長尾奨学金 医学部微生物学 昭和9年9月 1，000円 長尾欽弥
教室研究費補助
第二三共奨学金 化学研究所鈴木 自昭和9年9月 1，500円 三共株式会社
研究室研究費補 至昭和10年7月 代表取締役
助 塩原又策
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昭和19(1944)年 5月20日からは文系 3学部の学生(いずれも 2回生、 100名
余)が愛知県豊川の海軍工廠に出動し、翌年 3月26日までここで継続的に軍
需品の生産や事務などの作業に従事した。このほか 7月15日から 9月14日ま



































































































































































































































































































痕.11968年、 2頁、京都大学経済学部 『創立五十年記念思いで草J1969年、 208
頁)。占領軍は教育施設の接収を行わないとの方針を決めたため、京都帝国
大学はごく一部の施設を除いて接収を免れた。しかし、楽友会館は10月2
日、理学部附属花山天文台は10月7日にそれぞれ接収され、後者は翌年 1月
25日に接収解除された(京都府総合資料館編 『京都府百年の資料1 政治行政編』
京都府、 1972年、 928-929頁)。
10月1日には第2学期の授業が開始された。 10月12日にはこれまでに復学
した約600名の学生を迎えて法経第4教室で「帰学を迎ふる会」が開催され、
羽田総長の式辞に続いて落合太郎文学部長の講演「学問に就てJがあった。
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2. 原爆調査隊員の殉職
さて、広島と長崎への原爆投下直後から京都帝国大学の理系諸学部の教官
が現地に赴いて被害状況の調査や被爆者の治療に当たっていたが、 9月中旬
ころ、この調査研究を組織的に推進するための総合調査研究機関が設置され
た。これは「羽田総長が主宰し、木村医、駒井理、大杉農各学部長を各研究
班長に、三学部全教官が研究員となり相互に緊密な連絡を保ち、原子爆弾の
科学的作用を探究するものjであった(W京都新聞』昭和20年 9月15日付)。こ
の調査隊に加わっていた真下俊一医学部教授らの一行が9月17日夜に広島市
の大野陸軍病院で暴風雨に遭い、土石流に病棟ごと押し流されるという痛ま
しい出来事があった。この事故で真下をはじめ、医学部の大久保忠継助教
授・島本光顕講師・西山真正講師・嘱託島谷きよ・学生原祝之・同平田耕
造、理学部の堀重太郎講師・大学院生花谷障一、化学研究所の村尾誠助手の
10名が死亡した。これら殉職教官の大学葬は10月11日に本部階上で総長を葬
儀委員長として行われた(W大学新聞J昭和20年10月21日付)。京都帝国大学に
よる大学葬としては在任中に死去した浜田耕作前総長の葬儀(昭和13年 7月)
に次いで2度目のものであった。 10月8日にはさらに杉山繁輝医学部教授も
死去し、犠牲者は計11名になった。
3. 羽田総長から鳥養総長へ
羽田総長は10月8日に臨時の評議会を召集し、「轟ニ五六月ノ交ヨリ健康
ヲ害シタル処、現下国家ノ重大時期ヲ前ニシテ斯カル健康状態ニテハ其ノ職
責ヲ十分ニ全フシ得ザルヲ慎ル、ヲ以テ熟慮ノ結果此際任ヲ辞スルハ本学ノ
為ニモ又国家ニ対シテモ適当ノ措置ト考へ」たと辞意を表明して評議員に了
承を求めた。総長候補者鐙衡手続内規に従えば後任者の推薦に日数がかかる
ため、緊急を要する今回に限って内規を若干修正した上で次期総長を選出し
たいとの総長の意向もあわせて表明され、いずれも了承された<r評議会議事
録J)。
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10月20日に行われた教授による選挙の結果、鳥養利三郎工学部教授が次期
総長候補者に選ばれ、 11月1日付で第13代総長に就任した。鳥養新総長は就
任早々に記者会見で、羽田前総長の方針を継承して基礎的・総合的研究を進
めるための体制を確立すること、「学内自治jを侵害しない範囲で追放教授
を復帰させること、食糧科学研究所を設置すること、戦時中に進められた理
工系学部の拡張を継続することなどの抱負を述べた。他方、羽田前総長は退
任に当たって、戦争への寄与を要求されながら大学自治の精神を守り通そう
とした在任中の苦労を回顧するとともに、今後は学生の学力低下を取り戻す
よう希望している (W京都新聞』昭和20年1月2日付)。
4. 食糧難をめぐる動向
戦争末期から続いていた全国的な食糧不足は昭和20(1945)年の秋から冬に
かけてますます深刻さを増し、各地で学校の授業継続を困難にするまでにな
った。 10月14日付で学生部長に就任した木村素衛文学部教授の下で、学生部
は厚生諸施設の拡充を図り、学生食堂の改善、学生補正食の配給などに着手
した<r大学新聞』昭和20年1月21日付)。理学部では教官と学生の申し合わせ
によって、物理学教室1・2回生および数学教室1回生に対して、 11月5日
から 1週間臨時休講とし地方に実家のある者には帰省させて栄養を補給させ
ることになった<r京都新聞』昭和20年1月1日付)。
こうした中で、経済学部では学生のための食糧を確保するため、学部を府
内福知山市に移転して授業を行うとの大胆な解決策が時川虎三学部長から提
案された。これは岡市の「積極的賛助を得て、従来の中部軍教育隊の兵舎を
転用教室化し、練兵場を耕作して食糧の自給自足を計るJもので、時川の目
論見は「各学年三ヶ月交代位で主に京大ではやれない実地見学・調査・特殊
問題を三位一体的に指導してゆき度い…(中略)…将来は広く人文科学の各学
部及ぴ実験設備の要らない自然科学の学部も参加して貰ふつもりだJという
ものだ‘った(W大学新聞J昭和20年12月1日付)。この計画には他学部の教官の
賛同が集まったものの、多くの学生から反対され、結局実行されることはな
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かった(京都大学経済学部『創立五十年記念思いで草.11969年、 210-211頁)。
第2項教官の復職と教職追放・公職追放
1. GHQの指令
昭和20(1945)年10月22日、連合国軍最高司令官総可令部から日本政府に対
して「日本教育制度ニ対スル管理政策ニ関スル件Jが発令され、これが教育
に関する占領政策の基本となったが、この中で、教師および教育関係官公更
を速やかに審査すること、職業軍人や軍国主義者・超国家主義者などを罷免
すること、自由主義的ないし反軍的言動ゆえに休職や辞職を余儀なくされた
教師・教育関係官公吏の資格を回復させることが要求されていた。
続いて10月30日にGHQから教育に関する第2の司令として出された「教
員及教育関係官ノ調査、除外、認可ニ関スル件」では、「日本文部省ハ教員
並ニ教育関係官ノアラユル現任者及ビ希望者ヲ有効ニ調査シ、除外シ或ハ認
可スル適切ナル行政機構及措置ヲ設定スルコトJが定められた<r近代日本教
育制度史料』第四巻、 1964年、 504頁)。
2. 瀧川事件の解決
元教官の復帰問題が京都帝国大学で浮上したのは法学部であり、これはと
りもなおさず、昭和8(1933)年の瀧川事件の際に休職ないし辞職した元教官
一一宮本英雄・瀧川幸辰・恒藤恭・末川博・佐々木惣一・田村徳治・森口繁
治ーーの処遇をめぐる問題であった。この問題は敗戦後早い時期から取り沙
汰されていたが、 10月31日に聞かれた同学部の学生大会の席上で黒田覚法学
部長は、該当者のうち宮本英雄・瀧川幸辰・恒藤恭・末川博の4名をとりあ
えず復学させることを確約した<r大学新聞』昭和20年1月1日付)。
1月1日付で就任したばかりの烏養総長は直ちにこの問題の解決に着手し
た。大学を去った教官ととどまった教官の聞に大学の自治をめぐる見解の相
違もあり、瀧川事件以前の状態に大学の自治権を戻すことが教官復帰の前提
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条件と考えた鳥養は、元法学部教授の竹田省の意見を聞いた上で11月14日に
上京して前田多門文部大臣と会談、「文部大臣ハ大学教授ノ進退ニツキテハ
総長ノ具状ニヨリテ、之レヲ行ウコトハ勿論、コレニ関連スル教授会ノ責任
アル自治的慣行ヲ充分ニ認ムルモノデアル」との合意に到達した。鳥養はこ
れによって「過去十二年前ノ事件ノコトニノ、一切触レザルモ、而モ、将来ニ
於テハ昭和八年以前ト全ク同様ナル自治運用ヲ認メシメタ」、つまり京都大
学の自治権は回復されたものと理解し、大臣との会見の内容を帰洛の翌日19
日に記者会見で公表した(鳥養利三郎『敗戦の痕.11968年、 36-41頁)。
この間に法学部では11月18日までに石田文次郎・鵬谷l峻嶺・西本穎・田中
周友・牧健二・渡辺宗太郎の 6教授が問題の円満な解決を図るためなどの理
由で自発的に辞表を提出し、池田栄教授も辞意を表明したu大学新聞』昭和
20年11月21日付)。これによって元教官を復帰させるための形式的条件とポス
トが用意されたことになったので、総長は黒田法学部長とともに竹田名誉教
授の仲介の下で瀧川元教授以下の該当者に対して復職に向けての個別交渉を
開始した。
瀧川事件で免官となった者のうち、森口はすでに死亡していたほか、佐々
木はすでに停年に達して名誉教授となっており、末川は立命館大学学長に就
任直後であり、宮本はビルマに在住のため、田村は戦争に協力的態度をとっ
たとしてそれぞれ復職を辞退し、結局瀧川と恒藤の 2名が教授として法学部
に復帰した(ただし、大阪商科大学学長に就任が決まっていた恒藤はこれとの併
任)。このほか佐々木・末JI・宮本・竹田も講師として授業を担当した。瀧
川は昭和21(1946)年2月16日付で復職すると同時に法学部長となり、法学部
再建に中心的役割を果たした。黒田前法学部長は 3月30日付で教授を辞職
し、辞職教授は計8名となった。
3. 経済学部教官の総辞職
経済学部では当初、戦時期の言動の責任をとって辞職する教官はおらず、
時川学部長も同学部にそのような該当者はいないと言明していたが、昭和21
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年 1月30日、死去した河上肇元教授の通夜に列席した門下生たちの間で進退
問題が話題になり、その後瀧川幸辰が河上の追悼講演会の席上で彼を追放し
た経済学部教授会の責任を追及したことから、経済学部教官の責任問題が急
浮上した。蜂川学部長は 2月19日に専任講師以上の教官による「教官協議
会」を召集し、ここで経済学部教官の総辞職が決議された。
新たに学部長に選ばれた静田均は経済学部再建のための人事を進め、結局
12名の教授のうち小島昌太郎・汐見三郎・谷口吉彦・時川虎三・柴田敬・中
川与之助の6教授の辞表を総長に送達し、その他の 6名の教授と助教授・講
師全員を留任させた旨 3月19日に公表した。静田の再建方針に同意できなか
った白杉庄一郎助教授・有田正三講師らは慰留を断って辞職した(r学園新
聞』昭和21年4月 1日付、京都大学経済学部『思いで草(第二集)j1990年、 148-
151頁、細野武男・吉村康『姥川虎三の生涯.11982年、 78-81頁)。
4. 教職追放
前述のような GHQの方針に基づいて、昭和21(1946)年5月7日に勅令第
263号「教職員ノ除去、就職禁止及復職等ノ件」、閣令・文部・農林・運輸省
令第 1号「教職員の除去、就職禁止及復職等の件の施行に関する件J、文部
省訓令第5号「教職員の適格審査をする委員会に関する規程」が一斉に発令
され、「教職員不適格者」の判定基準と教職員適格審査委員会の設置基準が
定められた。 5月23・24両日、この資格審査についての文部省による説明会
が西日本の学校関係者を対象に京都帝国大学で聞かれ、 6月には京都帝国大
学でも学部ごとに審査委員会が設置された。
さて、教職追放のパターンには、委員会での審査によるもののほかに、連
合国軍最高司令官総司令部による直接罷免である「メモランダム・ケース」、
5月7日の閣令第 1号の「別表第二」に規定されたカテゴリーに該当するた
めに自動的に追放となる「自動追放」の 2つがあった(後者の該当者の多くは
審査を待たずに自発的に辞職している)。
京都帝国大学教官でメモランダム・ケースによる追放を受けたものは、石
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川興二教授と柴田敬・谷口吉彦両経済学部教授の 3名であり、いずれも戦時
期の著作の内容から軍国主義・超国家主義の提唱者とみなされたためであっ
た。石川は昭和21年5月2日、柴田と谷口は5月15日に出された指令によっ
て追放された。
各学部における審査の結果は10月25日に本田弘人事務局長から次のように
発表された。著作の超国家主義的ないし軍国主義的傾向によって追放と決ま
った教官は、文学部では西谷啓治教授・鈴木成高助教授・松村克己助教授の
3名、法学部では佐伯千偲・大西芳雄両教授の 2名、経済学部では大塚一朗
教授の l名、工学部では倉内吟二郎教授・上治憲次郎講師の2名である。後
に高田保，馬名誉教授(経済学部)も加えられ、該当者は計9名となった。この
うち 6名は文部省の中央教職員適格審査会に再審請求を行った(W京都新聞』
昭和21年10月26日付、『学園新聞』昭和21年1月1日付)。
教職追放の対象となった教官・元教官のうち、最も多かったのは、「別表
第二」に挙げられたカテゴリー(職業軍人や指定された官職・団体役員などの経
歴)に該当するために審査委員会の審査を経ずに指定を受けた者であって、
このようにしてこの年から翌年にかけて自動追放該当者としての指定を受け
たのは次の15名とみられる。西田直二郎・高山岩男・矢野仁一・高瀬武次郎
(以上文学部)、松岡孝児・徳永清行(以上経済学部)、青木九一郎・木原卓三
郎・戸田正三(以上医学部)、速水恵次(工学部)、中山若枝・依田和四郎(以上
理学部)、寺見広雄・阪本平一郎(以上農学部)、高坂正顕(人文研)(r大学教員適
格審査委員会関係.1)。
5. 公職追放
一方、昭和21(1946)年2月27日公布の勅令第109号「就職禁止、退官、退
職等ニ関スル件」およびこれに関連する閣令・内務省令等に基づいて公職追
放が実施され、京都帝国大学の教官や元教官も対象となった。公職追放を受
けた教官の正確な総数は不明で、あるが、総理庁官房監査課編『公職追放覚書
該当者名簿J(日比谷政経会、 1948年)によって確認できたのは次の20名であ
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る(多くは決定の時点で退官しており、教職追放にも重複して該当する者も12名い
る)。西本穎・黒田覚・田村徳治・森口繁治(以上法学部)、高瀬武次郎・矢野
仁一・小牧実繁(以上文学部)、作田荘一・石川興二・柴田敬・谷口吉彦・松
岡孝児・中川与之助(以上経済学部)、青木九一郎・木原卓三郎(以上医学部)、
速水恵次(工学部)、荒木俊馬・中山若枝(以上理学部)、寺見広雄(農学部)、高
坂正顕(人文研)。追放の理由は、正規の陸軍将校または海軍将校であったこ
と、大日本言論報国会の理事などの指定された役職に就いていたこと、もし
くは軍国主義的・超国家主義的な著作活動を行ったことのいずれかであっ
た。
以上のように、教職追放・公職追放や自発的辞職によって京都帝国大学の
文系学部(特に経済学部)は一挙に大量の教官を失い、後任者の補充に苦慮す
ることになった。なお、昭和21(1946)年 7月11日付の『学園新聞』に掲載さ
れた京大生世論調査の集計結果によると、「戦争協力教授よりもむしろ無能
教授をJ追放すべしとの意見が強く、学生たちはこうした教官の異動を必ず
しも歓迎したわけではなかったようである。また、文学部哲学科の学生の中
には同学部の西谷教授・松村助教授を不適格とした審査会の構成や審議経
過・判定理由に不満をもち、両教官を擁護する動きもあった<r学園新聞』昭
和21年12月1日付)。教職追放・公職追放には該当者選定の公正さなどに関し
て必ずしも適正とはいえない面もあったようである。ともあれ、一連の追放
は京都帝国大学教官の世代交代を促す結果となった。
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